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キャンパス点描

2018年11月6日、2018年度髙田弘子奨学金授与式を挙行し

ました。

髙田弘子奨学金は、本学卒業生の髙田弘子様からのご寄附に

より、昨年度から開始された奨学金です。寄附者の髙田弘子様は、

1957年3月に本学文教育学部を卒業され、私立中学校、高等学校

の世界史の教員をされておりました。

このたび、海外留学後も研究を継続

する意志をもつ大学院生、また本学が

推進する重点領域の研究に従事する

若手研究者に対し、専門的な研究に専

念できるようにとのご意向により、奨

学金を授与することとなりました。審査

は大学院生と若手研究者毎に行なわ

れ、今年度は大学院生2名、若手研究

者1名が受賞しました。

式典では学内教職員臨席のもと、室伏学長から賞状を授与され

ました。

また、学長及び髙田弘子様からお祝いと励ましの言葉がかけら

れ、奨学金受賞者が謝辞と今後の抱負について挨拶を述べました。

国立大学法人お茶の水女子大学（東京・文京区、室伏きみ子学

長）と国立研究開発法人国立成育医療研究センター（東京・世田谷

区、五十嵐隆理事長）は、2018年11月19日に、連携・協力に関す

る協定書を締結し、あわせて、同日に調印式を行ないました。

本協定は、相互に協力可能な分野において、それぞれの研究及

び人材育成に関する具体的な連携・協力を、互恵の精神に基づき

効果的に推進することにより、わが国の成育医療研究の発展に寄

与することを目的とし、調印式にて協定書を締結いたしました。

この協定により、今後、共同研究等の研究協力、研究交流及び人

材交流、臨床研修の実施、研究施設・設備の相互利用等について、

連携・協力を進めてまいります。

髙田弘子奨学金授与式を挙行しました

お茶の水女子大学と国立成育医療研究センターが
連携・協力に関する協定を締結しました

授与式の様子

調印式の様子　右：室伏きみ子学長、左：五十嵐隆理事長

ご挨拶をされる髙田様
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2018年12月10日に2018年度学生表彰式を開催しました。

学生表彰は、学業・学術研究活動分野、課外活動分野、社会活動

分野で特に顕著な業績を挙

げ、かつ学界又は社会的に高

い評価を受けた者、本学の名

誉を著しく高めたと認められ

る者に対し、それを称え賞す

るものです。

2018年度は成績優秀な

学部4年生5名、研究におい

て顕著な業績を挙げた大学

院生1名、課外活動や社会活

動において功績を挙げた学生2名及び1団体に対して、関係教職

員臨席のもと学長より表彰状と記念品が贈られました。

2019年1月16日に都庁第一本庁舎7階ホールにおいて、平成

30年度東京都女性活躍推進大賞の贈呈式が行なわれ、室伏きみ

子学長に東京都の小池百合子知事より賞状と盾が授与されました。

受賞者には小池知事より祝辞があり、その後鹿嶋敬大賞審査会長

より講評をいただきました。最後は都知事と審査会長を囲んでの

記念撮影があり和やかな雰囲気の中、贈呈式は終了しました。

この度の授賞は本学が取り組んできた研究者への支援制度や

生涯学習講座等の取組みにより優れた女性リーダーを育成してき

たことが評価されたも

のです。引き続き本学の

ミッションであるグロー

バルに活躍できる女性

リーダーの育成を推進し

て参ります。

2018年度学生表彰式を開催しました

東京都女性活躍推進大賞（教育部門）が
東京都知事より授与されました

表彰式の様子

都知事と審査会長を囲んでの記念撮影本学の取組みを紹介するパネル

表彰状と記念品の贈呈

小池都知事から室伏学長へ副賞の盾の贈呈


